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燃
吩
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总
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け
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商 *>1

加

歐
洲
戰
後
交
戰

'諸
國
に
於
て
、復

員

の

行

は

t
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共
に
、失：

.業
：
著
の
：必：
■

£

働
市
場
に
增

 

す
る
と
云
ふ
こ
と
は
鎌
國
政
府
の

_略
ぼ
盛
悟
し
左
所
で
ぁ
つ
て
、失
業
防
止
に
關
す
る
，
計
蕺
も

 

亦
純
々
の
方
而

に

行

は

れ

た

ょ

ぅ

で

ぁ

つ

た

。
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®

荦
終
熄
ま
後
に
於
て
は
、諸
國
は
今
日
の
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戦
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數

年
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瓦
つ
て
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の
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も
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、寧
ろ
普
通
に
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は
れ
る
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業
晋
失
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二 

、り
^
循
環
期
の
傲
き
に
依
つ
て
、當
然
景
氣
恢
復
の
機
運

^

接
す
る
.も
の
ご
信
じ
て
居
つ
た

^
 

m

で
ぁ
る
の
に
、チ

«

氣
の
勢
は
次
第
に
濃
密
と
爲
り
、勞
働
市
場
は
復
員
ビ
不
景
氣

V
J

に
挾

®
 

3

れ
て
失
業
者

0

實
數
を
し
て
甚
だ
し
く
多
か
ら
し
め
る
こ
ご
、
爲
つ

^

の
で
あ
る
。
^
し 

な
が
ら
歐
洲
諸
國
の
今

H

現
に
爲
し
つ
、
あ
る
所
を
見
れ
ば
、如
何
な
る
國
ビ
雖
も
、失
業

_

@

 

を
-
保
或
し
て
屈
る
も
の
は
な
い
。
失
業
が
起
り
、失
業
者
の
生

t
る
こ

S

を
以
つ
て
、社
會
の
治 

•

%
我
し
く
は
'國
民
經
濟
の
維
持
に
®
大
な
る
關
係
を
有
す
る
も
の
ビ
認
め

a

fj

は
地
力
治 

の
處
理
に
委
ね
て
居
つ
た
此
問
題
を
今
や
國
家
自
身
の
手
に
於
て
、解
決
す
る
に
^
つ
た
の 

.で

あ

る
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.何
を
以
つ
て
失
業
者
と
す
る
か
と
ぶ
ふ
こ
ど
は
、

®

往
に
於
て
は
兎
に
狗
、今
日
に
於
て
は
見 

ft

の
明
な
る
も
の

^

あ
る
。一
：
'
;即
ち
人
が
實
鈒
を
獲
得
す
る
爲
.め

R

、«

業
を
求
め
て
屑
る
が
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.己
の
能
力
に

適

じ

ぼ
_

方
.に
行
は
れ
る
標
準
か
ら
剑
斷
し
て
、道
理
あ
り
ど
考
へ
ら
れ
る
條
件 

の
下
に
職
業
を
得
る
こ
ど
の
出
來
な
い
揚
合
に
、其
人
を
失
業
者
ビ
す
る
の
で
あ
る
。
隨
つ
て 

老
齡
、叛
病
、

心
'身
に
於
：け
る
缺
陥
、勞
働
に
對
す
る

嫌
忌

等
が
原
因
ビ
爲
つ
て

®
業
に
就
く
を
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な
い
者
、之
に
就
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し
な
い
薺
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失
業
考
の
內
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か
ら
除
外
す
る
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に
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る
生
活
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準
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す
る
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め
に
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に
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否
し
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げ
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す
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に
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組
合
の
勢
力
の
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會
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認
め
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れ
て
來
た
結
果
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し
.て
生
じ
た
事
實
で
ぁ
：る
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“

.蓋
：し
勞
働
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:
,合
.に
於
：て
は

.
組
合
員
所
在
砂
地
方
に
就
て
、必
ず
小
；
 

る
，標

準

を

定

め

賴
^

,
員
，を

し

：：て

此

標

準

以±

0

勞
働
條
件
を
事
業
主
に

^

达
し
め
る
こ
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.、

ず

る
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此
事
た
る
、勞
働
組
合
は
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結

0

力
を
藉

h

y
て
、興
使
命
と

.す
る
^

働
者
の
地

K

■改
▲
 

を
期
十
る
點
か
ら
考
へ

れ

ば
、實
に
根
；
.
本
的
條
件
を
以
つ
て
、目
さ
れ

な

け

れ

ば
：.な
.ら

ぬ
‘所
で
也

か

0.

故
.
に
若
し
も
勞
働
者
が
.此
標
準
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下
の
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働
條
件
を
提
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さ
れ
た
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合
に
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業
を
失
つ
た
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し
て
、之
を
自
己
の
我
儘
か
ら
就
業
の
機
會
を
侃 

な
，か

.
つ
た
者
ビ
認

.
め
た
な

;
ら
ば
、結
局
勞
働
組
合
の
標
準
維
持
を
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難
な
ら
し
め
る
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維
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、；資

す

る

考

へ

で

、標
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以
下
，の

」

職
業
に
就

く

乙

ビ

を
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拒
し
た
考
は
之
を
失
業
者

.̂
.
し
て

M
 

働
組
合
に
於
て
、飽
く
ま
で
も
保
議
を
加

-:

へ'
る
、國
家
に
於
て
失
業
者
保
議
.制
度
の
設
け
ら
れ
打 

場
合
に

は
、矢
張
り
彼
等
に
保
護
を
及
ぼ
す

こ

ビ
を
必
要
と
す
る
の
で
あ

る
。

0
す
る
に
人
け 

S

己
の
判
斷
し
て
、適
當
ど
認
め
る
標
準

ょ

り
も
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下
の
賴
業
に
就

く

可
き
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ど
を
强
い
ら
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も
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で
な
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る
職
業
に
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^

る
と
云
ふ
考
の

1

成
さ

.れ
來
つ
た
こ

,
M
Cを知
るを
得る
であ
らう
。

，

:

'

:
 U

:'
:
:失

業

の

原

.因
は
;r

:

方
一
に
«

濟

»

餘
が
循
環
期
的
に
、又
季
節
的
に

#

勤
す
る
こ
ど
に
對
し
て
、
 

産
^

の
組
織
に
：缺
陷
が
あ
っ
て
、此
變
動
に
.相
適
應
す
る
程
度
に
於
て
、伸
縮
を
保
た
な
い
と
云 

.ふ
事
實
に
存
す
る
の
で
あ
る

'0
fr
o

し
て
失
業
•か
相
當
の
規
模
に
於
て
生
じ
た
な
ら
ば
、一
の
事 

维
p.

於
け
る
失
裳

.者
を
傅
じ
て
、他
の
事
業
に
於
け
る
就
業
者
た
ら
し
め
る
こ
ど
は
、事
實
に
於 

て
不
可
脂
で
あ
ぅ
、殊
に
循
環
期
的
變
勋
に
成
つ
て
、一
國
に
於
け
.る
殆
ど
總
て
の
事
幾
に
下
最 

氣
の
彩
響
の
及
ん
だ
場
合
に
於
で
、其
然
ろ
を
見
る
一
方
に
.、率
節
的
變
動
の
起

ク

た
場
合
に
於 

て
も

w

 

R

の
如
く
勞
，働
者
の
技
術
に
特
殊
的
性
質
を
生
じ
來

0

た
場
合
に
は

、
^

散
と
爲
つ
た
、
 

仕
®
に
於
け

る

失
*
者
を
偶
，令
繁
/忙
.な
る
仕
事
に
.於
け

^

就
裳
者
た
ら
し
め
る
こ
：と

-̂
.
.̂:

困 

難
で
あ
つ
て
、勢

1

0

'
發
生
し

：

た 

瞬
時
に
消
滅
ぜ
ヤ

.、或
る
期
間

.
を
通
じ
て
、繼
輝
せ
ざ
る
：
 

を
得
：な
い
而
し
て
翁
ぐ
失
業
の
或
る
期
間
を
通
じ
て
、繼
續
す
る

?«
.̂

に
、邛
社
會

(:

及
ぼ
す 

影
響
も
亦
益
ナ
不

&

の：も
の

^

る
に
/至
る

0

で

あ

^

即

ち

第
1

失
槳
者
は
槪
し
て
賃
銀
收 

得
者
で
あ
ろ
か
ら
、一

EI

失
業
し
た
場
合
に
は
、例
等
生
活
上
に
依
賴
す

h
る
財
力
を
持
た
な
い

、
®

.

o

y
失
業

に

次S

で

來
る
可
き
も
の
は

贫
困
、

疾
病
、
能
率
低
減

で
な
；け
れ
ば

な
ら

ぬ
。

第
二
失 

業
者
に

し

て
何
等
か
次
の

職

案
に
就
か
，

ど

し
て
、機

#
の

到

來

を

待

つ

て

居

も

景
氣
の

- 

溶

&
に
恢
復
し

な
い
爲
め

に
、斯
石
機
會
を
把
搌
す
る
を

#

な
い
ビ
す
れ
ば
、生
活
雛
に
盤
迫

3

ー
 

れ
.て
ハ如
何
な
る
賃
愈
：め
低

_
な
る

:ft
事
に
も
忍
ん
で
、之
に
就
か
ぅ
ど
す
る
結
果
、事
業
主
を
し 

て
^

儆
者
全
船
に

向
；つ

r

M 
0

^

標
準
を
低
下
す
る
好
機
を
得
せ
し
め

る
に
免

る
。

失
^

者
一
 

ぐ
は
所
謂
產
業
上
の
豫

.ぁ
ら
て
、事
業
主
は
何
時
た

V
、

も
、此
豫
備
軍
の
內
か
ら
、勞
働
龃 

合

所
定
の
標
準
率
を
打
破
す
る
低
い
賃
銀
を

以

つ
て
、勞
働
者
を

*

傭
す
る
を
得
る

ビ
す
れ
ば
、
 

必

•
之
に
乘
じ
て
魂

役

兵

炎

る

現

、在
就
業
へ
中
の
：
勞
働
者

に
對
し

て
，貨
銀
率
を
別
下
げ
ん
と

す 

る

脅
威
を
敢
て

す
る

に
相
違
な
い
。

第〈

三
勞
働
組
合
員
中
に
多

 
< 
の
失

^
荞
が

®
出

し

、
其
殳
丨 

業
期
間
內
に

於
て

は
紐
合

は」

方
に
彼
等
か
ら

醵
金
を
徵

收
t l

る
を

得

ず

、

而
し

て

他
の
一
方 

i :
k

て
は
彼
等
に

^
:つ
て
、
失

業
a

與
金
を
支
拂

は
な
け
れ
ば
な
ら

.

ぬ

ど

す

れ

ば

^

業

漭

が

鈕 

合
.*
.
中
に
增
加
し
、

又
.彼
等

の

失

：業
细
間
の

長
き
に

隨
つ

て、勞
働
組
合
の
某
礎
は
爲
め
に
搣
搖 

さ
れ
る
危
險
を
免
か
れ
な
い
。
勞
働
組
合
を
以
つ
七
、今

H

の
祉
會
生
活
に
於
て
、重
要
な
る
一 

の
機
關
ど
認
め
る
以
上
は
、之

〉

を
失
業
の
爲
め
に
荒
廢
す
る
に
任
さ
し
め
る
が
如
き
は
、何
ど
し 
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て
も
忍
ぶ
能
は
ざ
る
所
に
屬
す
る
の
で
あ
る
。

.
.Hi.

失
*

の
弊

e

の
前
記
の

*

く
重
大
で
あ
る

乙

を
考
へ
れ
ば
、

其

發
生
し
た
場
合

」

、
k

- 

>

國 

家
的
救
濟
酐
畫
を
要
求
す
る
に
至
る
こ
と
は
、論
を
俟
た
な
い
所
で
あ
る
が
、必
ず
し
も
當
初
か

ら
國
象
の
施
設
に
依
つ
て
：其
解
決
を
吿
げ
た

P

で
は
な
い
。
例
へ
ば
佛

_

西
に
於
て
は
、後

,
,

— 

■ 

• 

,

.
1.

.

.

.

.

.

:

.

.

.

.

.

.

.

.
■ 

.

.

述

べ

る

如

く

、永

く

營

利

，を

目

的̂:
す
る
私
人
の
職
業
紹
介
所
が
あ
つ
て
、失
業
問
題
に
當

ク

て 

:居
ヶ
、漸

.く
千
九

1?

四
年
に
至
つ

V
、

公
の
性
質
を
有
す
る
機

'
關
が
組
織
さ
れ
て
、之
に
代
つ
た
次 

第一で

.あ
り
、英
國
に
於
て
も
十
九
世
紀
末
大
都
會
に
行
は
れ
た
失
業
著

0

示
威
的
行
列
が
失
業 

間
題

{:

對
す
る
公
衆
の
词
情
を
惹
ヤ
て

«

次

兮

共

團

鱭

な

ぅ

、國

家
«.

，

の

行
»

を
促
し
た

0

 

で
あ
る
。
即
ち
失
業
問
題
に
對
す
る
，最
初
の
解
決
は
個
人
の
任
意
的
醵
金
で
あ
る
ビ
さ
れ
る
，
 

社
會
；が
失
業
者

'S〕

生
活
の

«

:
儋
.た

名

己

：ミ
：を
'
目
擊
し
#

に
失
業
者
中
自
己
の
過
失
不
謹
愼
等 

に
依
ら

.
す
、經
濟
釉
會
に
起
ひ
，た

®

環
期
的
：な

$

、季
節
的
な
り
の
變
動
に

_
依
つ
て
、失
業
の
已
む 

を
： .

得
ざ
る
に
至
つ
た
者
の
，多
き

.
こ
ど
を
知

-

^

是
等
は
全
く
其
失
業
し
‘た
こ
と
を
捉
へ
て
符
む 

可
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
：と
し
て
、社
會
の
或
る
方
面

に

於
て
、其
：救
濟
に
金

.：錢
上
の

^

擔
.を敢

て
し
、續
い
て
地
方
公
共
團
，.
體
も
救
濟
事
業
に
參
加
す
る
に
至

る

，

の
で
あ
る
0
然
れ
ど
も
如
河 

な
る
機
關
に
依

.
つ
へ
て
、失
、業
_

題
の
解
決
さ
れ
る
を
叫
は
ず
、其
當
初
に
於
て
は
失
紫
考
の
陷
ら 

t

 

f

る
貧
困
の
；狀
錄
か

.

.ら
、彼
等

.を
救
助
す

'
る
こ
云
ふ
慈
善
的

.
精
神
の
：發
露
が
基
礎
と

.爲

o

 

て
生
♦

る
の
で

*

つ
：て
、此
以
外
に

「

步
を
も
出
る
こ

k

を
得
な
か
つ
た
。
隨
つ
て

0

0

が
此 

問
：題
に
：關
係

•!
:

待
令
ょ
：ぅ
に
，爲
つ
七
も
、先
づ
中
央
地
；方
兩
政
府
の
：協
力
に
依
り
、失

■

者
當
面

.

の
困
雛
で
あ
る
食

.困

.な
；
る

.

生

：活

か

：ら
、彼

等.
を

脫

せ

し
?>

る

こ

ご

を

主

服

.

.
^
す

る

に

至

る'0
:

現

:: 

R

.
千
九
百
五
年
：英

に

於

：で
制

.定

幸

れ

法

の

如

き

、其
代
表
的
の
も
の
で
あ
づ
て
、人 

口
五
萬
以
上
の
都
會
に
於
て
、貧
困
委
良
會
な
，る

」

も
の
を
組
織
し
、地
方
离
員
の
外
、救
貧
法
行
政

.
::
:
' 

官
幷
に

.
救
貧
事
：業
に
.經
驗
を
有
す
る
者
を
以
つ
て
、委
員

^
充
る

.
こ
ふj,

を
：
規

定

し

た 

一'
事

に

微 

す
れ
ば
、其
如
何
に
貧
困
救
濟
を
圭

-I
I

K
と
し
た
も
の
で
あ
る
か

.
を
明
に
す

.る
を
得
る
で
あ
ら
ぅ

o 

即
ち
今
斯
紀
に
爲

 

' つ
て

-
も
、尙
ほ
英
國
に
於
て
失
業
問
題
の
解
決
は
贫
困
救
助
に
任
る
と
誤
解 

さ

れ

：：て
：居

つ

た
こ
，ビ

_

は
、此
ー
事
に
依
っ
て
、旣

-

に
明
瞭
で
め
る
が
、史

R

第
一
一
の
缺

S

ど
し
て
は
、

法
：律
の
施
行
さ
れ
る
範

—

':
1
:の
':
地
方
：を
單
位
と
し
た
：

t
^
'で
あ
つ
れ
。
若
し
も
眞
赏
^
業

問
題
を
解
決
す
る
：こ
：ビ
を
眼
目

.
一

し

：
た

：
な

，
ら

ば

、
失

—

問
題
に
對
す
る
施
設

.
は
.全
，國

的

で

あ

ら

、

. 

.■ 

. 

.

.

.

.

.
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號

八
 

全
«

に

亙

る

勞

，働
.者
の
後
動
を
行
ぅ
こ
ご
に
依
ら
て
、失
業
者
に
職
業
を
授
け
又
現
に
不
適
當 

:;

ブ
，る

®

業
に
就
て
之

(■
:

悄
ん
で
居
る
者
を
適
當
の
職
業
に
移
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

S

云
ふ

0 

Il
k

,
點
を
持
つ
：こ
ビ
を

#

當
と
す
る
普
で

.
あ
る
の
に
、單
に
貧

'
困
救
助
を
主
ビ
し
た
爲
め
に
、法
律 

0

及
；ぶ

^

を

|

0

地
方

{:〕

限
つ
て

_

■

“

し
/

力
ら
げ
日
の

.：
經

過

：
す

る

'
に

從

ひ
、失
業
の
爲

 

'め

に

：
生

中

る

貧

®

と

失

業

以

外

の

股

因
 

，力

生

^

る

.̂

困

:̂

の

間

，
に

嚴:®な
る
區
別
を

^

な
け
れ
ば
な
ら
；ぬ
事
情
が
了
解

^

れ
、失
業 

を
救
濟
す
る
の
は
、必
ず

Iじ

も

失

：業

者

に

金

錢

を

與

へ

る

め

意

：
で

な

く

却

つ

て

確

實

に

職
.
業

を

，
 

A

へ

る
$

を
1以

つ

て

、適

切

の

方

，法

ご

す

：
る

丘

衣

ふ

寧

し

て

多
(

の

移

..働

的

性

質

を

有

せ

し

め

る

、換

言

す

れ

ば

事

業

主

は

何

れ

に

勞

働

者

を

求

め

可 

き

か

を

知

ら

す

、勞

働

者

亦

如

何

：な

る*

所

に

於

て

、職

業

に

就

く

可

き

や‘
を
知
ら

ず

し
；
て
、失

業 

し

場

合

r

r

#

.
者
の
爲

.め
に
職
業
を
、事
業
主
の
爲
め
に
、勞
働

.
者
を
搜
索
す
る
に
、如
何
な
る 

I

を
以
っ
で
サ

|

可
I

I

る
年

S

:

ふ
こ
备
研
究
を

n'
.-
外

し

て

之

に

對

す

る

：
斷 

案

と

し

て

は

產

業

上

ー

の

，無

組

織

な

る| 

.事
が
動

.
か
す
可
か
ら
ざ
る

.所

ど

：爲

つ
2

0

旣
に
產

,

 

が
：無
組
織
で
あ
る
；場
合
に
、如
何
に
し
て
：之
を
龃
織
ぁ
る
も
の
た
ら
し
め
る
か

^

就
て
は
、何
せ

し
：；

で
も

.國
家
の
，活
動
を
：煩

_

な
け

-れ
ぱ
な
ら
な

.
い

/0

つ
て
、國
家
の
力 

に
，
侬
■
つ
て
、
一
の
稱
織
を
，設
；け
、淇
申
心
機

_

に
.
.於
て
、關
係
者
の
推

^
^
 ̂

る
と
共
に
、勞
働 

孝
を
要
す
る
事
寒
主

.ビ

仕

，事

を

求
.
め
.る
：勞
働
者
ビ
ー
を
接
觸
せ
し
め
る
こ
ビ
に
依
つ
て
、始
め
て 

失
業
に
對
す
る
施
設
，が
：慈
善

'救
濟
ざ
云
ふ
ょ
う
な
意
籤
を
脱
し
て
、純
然
た
る
産
業
上
の
間
題 

と
爲
る
の
で
あ
る
。

'
英「

國
の

：如
き
近
年

®!
:

會
政
策
の
實
行
た
ま
て
若
々
其
步
を
進
め
た

|3

.で 

あ
る
に
拘
は
ら
ず
、國

.
家
的
基
礎
：の
上
に
立
つ
て
、失
業
問
題
の
解
決
に

.
着
手
し
た
の
は
、チ
外
西 

九
，：年

：：

の
職
業
紹

介

：所

：法
.に

，
；
始

ま

り

、

千

九

百

十
：1

年
の
國
民
保
險
法
第
二
部
に

依

つ

て
、其
範
圃 

を
®
張
し
た
の
で

*

る
。
前
者
は
旣
に
十
數
本
の
實
驗
を
經
た
の
で

♦

る
が
、典
本
來
の
趣
意 

T
 

の
成
績
に
依
つ

て
、之
を
明
に
す
る
に
足

b
ノ
る
0
..始
め
職 

業
海
介
办
は

L
a
b
o
u
r

 

E
x
c
h
a
n
g
e
s

ご
稱

S

れ
、後
に

E
m
p
l
o
y
m
e
n
t

 

E
x
c
h
a
n
g
e
s

 

€

改
め
ら
れ
れ
。
蓋 

し

：勞

働

と

：云

ふ

文

，字

；を
：冠

；す

る

：
場
.合
；に
：
は
、紹

介

：所
：はM

.
に
勞
働

.者
：に
：對
し
て
ば
か
う
、職
業
を 

取
'
扱
う
i

う
に
狭

'義
M

解

釋

：ー
れ
ぺ
る
：が
、紹

介

所

の

實

際

に

爲

す

所

は

勞

働

者

に

關

す

.る

職

業 

の
：み

代

止

ま

ら

ず
.

，て
般
の
：雇

傭

に

關
す
る
。

隨

つ

て

之
ビ
適
應
す
る
處

め

に
、廣
義

.の
意
^
の 

表
：示
さ
'れ
る
名
稱
ビ
す
る
必
要
を
生
じ
た
の
で
あ

う
、又
ド
き

目

E
x
c
h
a
n
g
e

即
ち
勞
働
取

9|
所 
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六
贫

5

ビ

云

ふ

ビ

，
き

；
に

は

•
恰
も
：穀
物
取
引
所
.株
式
収
引
所
等
の
場
合
に
於
け
る
が
如
く
、勞
働
其
も
の 

を

1^

品
視
す
る

«

を
.生
ず

「

る
：が

‘

め
る
。

而
：し
て
勞
働
交
換
所
ビ

«

3

れ
た
時
代
に
は

、
^
 

腐
者
は
單
に
勞
働
と
云

ふ
：：

物
品
を
取
扱
ひ

•
勞
働
力
：を
提
供
す
る
勞
働
者
を

無

機

物
1

す
る
の 

傾

：
，

を

免

か

れ

な

か

つ

た

"
少

も

斯

'
る
；傾

き

：が

あ

つ

た

と

云

ふ

非

難

を

生

じ

た

の

で

あ

る
 

I

稱

が

職

業

紹

介

：所

：に

「

變
M

3

れ
、K

友
に
當
局
者
の
事
業
其
ち
の
に
對
す
る
理
解
も
次
第 

丨
ヵ
は

b

叔
介

;/

は
現
在
に
於
て
は
堪
に
或
る
單
位
に
依

‘
つ
.て
代
表

3

れ
る
勞
働
力
を
無
差 

另
に

&

る
仕
事
に
就
か
し
め
て
、足

れ

す

る

も

の

で

な

く

适

に

職

業

の

稀

類

、工
場
の
狀

32 

を
研
究
し
、且

9

就
：職

請

：求

者
I
の
一
身
土
に
於
け
る
能
力
を
考
鸯
し
、以
つ
，て
實
質
的
に
勞
働
の 

霞
.要
と
供
給
と
を
調

®

す
，：る
：こ

S

を

期

；す

る

に

至

つ

た

。

單

に

，失

業

者0

統
計
を
一
瞥
し
、其 

表
に
現
れ
た
朱
業
莕
の
數
が
：

.職
業
紹
介
所
の
活
動
に
依
つ
て
、多
少
な

b

と
も
減
少
し
た
な
ら 

ば

、
之

：
を

以

つ

て

直

に

難

業

紹

介

所

，
の

^

_

 

も
の
ど
す
る
の
も
、一

0

の
見
方
こ
は 

卿
違
な
い
が
、私
を
し
そ
云
は
し
め
れ
ば
、職
業
紹
介
所
の
事
業
の
眞
實

0:
成
收
を
見
ょ
ぅ
ど
す 

る
に
：
は
、
紹
介
所
に
依
：つ
て
域
材
が
適
所
：に
置
：か
：れ
て
、永
く

^

地
位
に
就
七
、

」

時
的
勞

1

者
り 

減
：输
し
、斯

ぐ
て

就
：業
の
短
期
で
あ

り
、
勞
，働

0

'不
熟
練
で
あ

る

爲

め

{ :
,失
業
其

.も

の

、

»

说

さ

れ
る
_
害
を
抑
制
す
る

乙
ノ
し
に
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。，

.

細
業
紹
介

M

が
活
動
し
、諸
_
の
事
業
に
對
す
る
勞
働
者
の
供
給

に
、將
た
：又
勞
働
萆
就
職
の

. 

.

.—

. 

:

•
. 

.

.

.

.

便
宜
に
或
る
組
織
が
設
け
ら
：れ
る
に
至
っ
た
：な
ら
ば
、失
業
す
る
人
の
數
は
減
少
し
、又
典
失
業 

す
る
：期
間

'

も

短

縮

；さ
れ

_

る
.

道
癒
で

'

ぁ
：る

.

が
、經

濟

11
:

會
に
起

.

る
：變動
興
も
：の
に
至
つ
て
は
紹
介 

機
關
■

に
：依

つ

て

、之

を

如

何

ご

，も

す

る

，を

得

ざ

る

0

で
め

b

•

此
點
か
ら
保
險
制
度
な
り
、又
は
其

.
 

< 

• 

C 

- 

.

.

.

. 

.

.

.

.

.
 

 

.

他
.の
施
設

.な
h

.
に
依
つ
て
、適

'
當
な
る
仕
事
の
：見
出
さ
れ
な

'

ぃ
期
間
、勞
働
者
の
生
活
を
扶
助
す 

る
計
鸯
を
要
す
る

M

の！
^

あ
；る
。
，元
來
；失
業
問
頭
が
公
衆
の
注
目
を

‘
惹
ぐ
に

/

至
.
つ
た
の
は
、近
牵 

の

：
：
事

：
：
で

.
あ
.
る

ヒ

し

七

：
も
、勞

:«

者
が
其
影
響
を
蒙
つ
て
，苦
ん
だ

」

の
は
、年
旣
に
久
し
と
す
る
。
.斯

, 

.

.

.

.

. 

I 

----

く
て
勞
働
組
命
に
は
必

t-

組
合
員
か

.ら
81

集
し
た

81

金
が
ぁ
つ
て
、之
を
以
つ
て
失
業
者
の
失 

業
中
に
於
け
る
，生
活
：を
：抉
'，助
す
る
用
に
供
し
た
の
で

あ

つ

て
、«

つ
.て
':1

國
の
產
業
に
今
如
何 

な
る

.
程
度
の
變
動
が
起

6

つ
、
あ
る
か
は
、勞
働
組
合
の
支
出
す
る
失
業
惠
與
金
の
金
額

R

依 

つ
て
、之
を
卜
す
る
を
得
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
斯
る
制
度
の
效
果
と
し
て
、第
一
勞
働
者
は
其 

貨
銀
支
給
の
停
止
：さ
れ

^

場
合
に
、惠
與
金
を
受
け
る
に
は

^

生
圏
結
を
設
け
な
け
れ
ば
な
‘ら 

.
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ミ
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に
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業
莕

 

第

i
 

一
 
ニ 

ぬ
事
實
欠
知
る
爲
め

®

S

間
に
於
け
る

W

'結
力
を
鞏
固

f

し
：
め

る

、第

二

斯

く

失

業

卷

が
 

,

f

の
.
恵
5

_

_

し
て
‘
生

活

し

つ

，
、

あ

る

以

上

は

、職

業

の.選
釋
に
對
し
て
、韵
軍
す

.
る
こ 

と

、
爲
り
、條
件
の
不
利
な
る
職
業
を
拒
絕
し
、自
然
勞
働
條
件
の
改
善
に
資
せ
し
め
る
、第
三
勞 

働
'細
合
も
：亦
失
業
_

|

負

»

を
輕
く
す
る
爲
め
、產
業

に
組
織
を
設
け
•勞
働
者
の

i

力 

を
'大
な
ら
し
め
；る
と
と

^

努
力
：す
る
等
の
利
益
を
生
中
る
の
で

*

る
，
然
し
な
が
ら
勞
動
組 

合

の

勢

力

の

及

：ぶ

所

は

一

般

の

：勞

働

者

に

達

し

なぃ
、S

員
の
重
な
る
も
の
は
熟
練
勞
働
者

：

で
ぁ
-
，又
高
給
の

#

働

者
.

で
あ
つ
て
、
一.
時

的

勞

働

者

の

如

き

仕

事

の
.

不
定
期
の
も
の
や
、本
來 

，賃
銀

I

な
る

I

は

置

合
に

.

は

最

も

大

？

困
難
を

I

 

の
に
、其
れ
等 

め

人

に

對

し
S

、勞
働
：|

に

て

、失

業

患

典

金

の

利

益

が

及

ば

な

ぃ
^
 

し
"2

ら
は
此
制

k

に
，對
し
て
、大
衣
る
效
果
：を
：S

得

な

い

の

で

あ
-

る
。

ゴ
ツ
シ
文
ン
'卿 

は
：往

年
W

逸
に
於
て
國
，家

辦

險
I

ん
て

C
險一

^
任
意
か
、强
制
か」

と

題

令

も

I

を
，試
み
、典

一

節

に

於

■

險

に

し

て

M
値
あ 

る

も

の

と
す

れ
ば
、都
に
共
；濟
組
合
は
制

规

な

く

、干

涉

な

i

働

の

組

織

を

努

働

者

S

梶
よ

々
奪
ぅ
こ

V

し
な
く
し

.て
、保
險
す
る
こ
匕
を
勞
働
者
に
敎

.
へ
た
.。
M

強
制
保
險
制
度
の
如
何
に

0 

制
で
あ
る
か
を
見

.
上」

と
云
っ
た
。

(

l

“
K

f>
H

§

)

是
れ
は

®

に
.
十
九
世
紀
の
末
年
ま
で
、英 

國
に

rf

は
れ
た
思
想
で

.
ぁ；っ
て
、其
根

®

は
實
に
勞
働
組
合
の
自
治

で
'
 

行
ぅ
失
業
者
救
濟
に
依

賴
ず
る
こ
ど
に

.
夺
し
た
の
：で

.あ
っ
た
。

然
し
な
が
ら
之
：を

•̂賞
に
徵
す
る

V」
、

眞
實
勞
働
組
合

.

.

.

.

.

.

:

:

■ 

:. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

力
ら
央

M

恵
il
金
^

交
付

さ

^
6

こ
ビ
を
必
要
ど
す
る
階
級
に
屬
す
る
者
は

m

合
に
對
し

て
、
 

ft
金
を
醵
出
す
る
；た

.け
の

■資
力
を
持
た
；な
い
も
の
へ
で
あ
る
以
上
は
、自
_
放
任
主
義
の
無
價
値

で
あ
る
こ
ミ
は
、自
ら
之
を
明
に
す
る

5:

得
る
の
で
あ
る
。

>

:

、

.

.

.

.

. 

;
.
.
.
.
. 

/ 

.
 

.

.

.

.

■
 

..

;.
:
玆
に
於
て
か
失
業
間
難
解

.
決
‘の
爲
め
に
、國
象
の
助
力
を
煩
は
す
の
が
至
當
の
.順
序
と

@

り
、
 

而
し
て
其
之
を
煩

は

，
：す
理
，由
は
、國
家

_以
外
に
解
：決
の
衝
に
當
■る
可
き
機
關
の
存
し
な

い
こ
ビ 

に
外
な
ら
な
い
。
斯
く
て
英
國
に
於
て
，は.午
九
百
九
年
國
家
的
基
礎
に
於
て
、職
業
紹
介
所
を

.設
立
し
た
に
績
い

.
て
、千
九
评
十

-

年
の
：國
民
保
險
法
に
於
：て
は
、失
業
問

.
題
を
解
決
す
る
目
：的

.

:

:
 

:

.

.

. 

:

' 

:

.

.

- 

,

• 

.

を

以

っ

て

、勞

働

：者
、事

業.
.主
：#

に
國
家
の

.
三
：方
M:
■
か
ら
の

.醵
金
に
據

■
っ
.
て
、七
秫
の
事
業
に
從
事 

す
，：る約
こ

1

百
四
十
與
人
の
勞
働
者
の
爲
め
に
、保
險
银
金

'
を
設
け
る
こ

v

、
L

、殊
に
同
法
の
第 

，西

^

條
に
於
て
は
、或

「

る
，條

'件
0
.
卞
：に
、勞

'
働
組
合
ー
が
失
業
中
の
組
合
員
に
給
與
し
た
失
業
：®
與

-
■
第
十
七
怨
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論

0

随
家
、-
失
業
血
に
先
業
者
 

笫

六

究

一

四
 

金
を
丄

V
/
R

の
一
の
®
®
內
に
於
て
、政
府
か
ら
賠
還
す
る
こ
す
を
規
定
し
、斯
く
て
國
象
の

6

ぼ 

俱
險

3

度
を

M.
#

'
す
る
一
方
に
勞
働
組
合
を
し
て
之
に
干
與
す
る
に
虫
ら
し
め
た
の
で
あ
る

- 

%

の
*

5

事
情

0

.
下
：に
、失
藥
問
題

0

»

決
：法
が
發
展

K

失
業
保
險
制
度
の
成
立
を
吿
げ
る
に 

至
つ
た
も
の
ど
す
れ
ば
、失
業
者
の
爲
め
に
設
け
ら
れ
た
資
金
は
始
め
は
彼
等
の
貧
困
を
救
濟 

す
る

w

云
ふ
：意
義
を
持

0

で
届
た
か
も
知
れ
な
ぃ
が
、貧
困
ょ
り
は
寧
ろ
失
業
の
齎
す
產
業
上 

の
結
果
の
國
家

0

爲
め
：に、恐
る

!̂

き
も
の

.
、

あ

る

こ

と

が

一

般

に

理

解

；
癸

れ

て

、失

業

に

^

す 

る
國
家
的
解
決
の
必
架
を
生
す
る
だ
ま
つ
た
も
の
ふ
し
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
蓋
し
勞
働 

者
に
し
て
失
業
中
自
己
の
生
活
を
維
特
す
る
を
得
な
い
場
合
に
は
、失
業

"
に
對
し
て
、大
な
る
恐 

怖
を
威
す
る
で
あ
ら
ぅ
。：
之

.
を

感

ず

る

ど

典

に

、彼

等

は

如

何

に

し

：て
：失

業

を

囘

狴

し

得

^

か 

に
就
て
苦

‘

し
興
苦
心
の
結

^

例
へ
ば
契
約
勞
働
に
從
事
す
る
場
合
の
如
き
、仕
事
を

.
S

延
さ

. 

せ
れ
ば

3

せ
る
だ
け
、

*

傭

さ

れ
る
日
數
の
永

.
く
な
る
こ
と
を
想
像
：し
自
然
生
產
高
に
叫
艰
を 

力
へ
ょ
ぅ
ど
す
る
。
若
し
夫
れ
適
當
な
る
施
設
を
備
へ
す
し
て
、永
く
人
を
失
業
の
狀
態
に
放 

遛
し
た
な
ら
ば
、其
結
果
と
し
て
：生

.ず
る
'
も
の
は
、生
活
カ
；幷
に
，：熟
棘

.の
破
：壤
で
あ
づ
て
、結
眉
生 

產
上
の
能
力
を
傷

.け
る
こ
ど
、
爲
；る
の
で
あ
る
。

a

j

國
產
業
上
の
形

’

勢
に
，沿
長
あ
る
こ
ど
の
免
か
れ
ざ
る
以
上
は
、其
產
業
に
從
事
す

>

者
の
間
に
、或
る
數
：の
豫
備

®

の
生
す
る
こ
も
、自
然
の
勢
で
あ
つ
て
、好
景
氣
の
場
合
に
は
、現

役
兵
も

.

豫

備

軍

も

，其
、全
員
を
擧
げ
て
、勞

働

に

從

事

す

る

が

、不
景
氣
の
，場
合
に
、其

一

部

分

(:
必

' 

.

.

.

. 

,
:
; 

.

.

.

.

.

.

 

•
-

す
雇
傭
を
得
ざ
る
者
を
生
ず

る
.。

今
日
：の；兵
役
制
度
に
於

て
::

は
、豫
備
兵
に
.も
相
當
の
義
務
を 

課
し
，
て
、何
時

現
：役
兵
を
補
充
す
る
爲
め
に
、兵
役

^ .

徵
收
さ
れ
て

も
、趴
ー
ー
の
支
_

を

訴

へ

し

め

ざ
 

る

こ
ど
を
期
す
る
。
是
れ

は
兵
役
が
國
民
に
取

つ
て
の

一

の
義
務

で
あ
り
、

又
兵
役
を

: 7

づ
た 

國
：民
は
兵
役
以
外
に
、

或

る
定
職
を
.持

つ
て
、衣
食
の
計
を
爲
す
を

得
る

の
結
果
に
外

な
ら
な

い
 

今

失
€

^ *

は
現
.に
從

.

事
.

し

つ

、

あ

る

勢.

0

.
^ :

.

に
U對
し
て

B

ft
H

«

を
爲
す

も

の
で

.

あ
る

.

か
_ら
ミ 

云
つ
て
、此
豫
備

.

.軍
た
.る
失
業
者
を

し
て

何
時

:;

た
り

^

も
現
役
勞
働
者
ビ
し
て
勞
働
す
る
^
適 

せ

し

め

る

こ
と
% :

,國
象
の

K

片
0

命
令
：に
依
つ

て
、爲
す

を
得
る

か

ビ
云
へ
ば
、勞

働
漭
其

も
の 

が

I

の
職
業
で

あ
り
、而
し
て
失
，業
者
：
は
此
勞
'働
を

唯

|

の
職

*

ビ

す
る
も
の
で

あ
る
以
上
は

‘ 

斯
る
事
を
期

す
る

の
は
.、甚

だ

困

難

で

あ

つ
て
、之
を

期
す

る.

に

は
®
備
軍
に
屬
す
る
勞
働
者

に 

對
し
て
、失

業
保
險
金
の
形
態

に
於

て
、
生
活
の
：資
料
を

與
へ
、以
て
安
ん
-す
る
所
あ
ら
し
め
な
け

.
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第
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f

 

(
<
i

一

K
〕

嚴
：
就
 

並
L

i

l

f

:
 

て、
 

れ
ば
な
ら
ぬ

0

斯
の
如

c

し
て
失
業
渚
を
抉
肌
す
る
資
金
は
產
業
に
對
し
て
、其
好
最
氣
で
あ 

:
る
.
際
に
、不
景
氣
時
代
に
於
け

'
る
メ
同
榇

0

狀鶴つて，

勞爾
考の
供給
を全
ぅす
るに
必

 

要
な
る
經
赀
ヒ
爲
る
：も
の
で
あ
り
、注
產
費
の
一
部
を
以
つ
て
、之
を
目
す
る
を
得
る
の
で
あ
る

< 

B

i

失

業

若

扶

助

に

.
：
耍

す

4

資

金

，
は

，
第
,ー
 

"生
.
產

ヵ

：の

減

損

を

防

ぎ

、®

一

 

S

備
勞
働
卷
の
能
率 

を
傷
け
ず
し
て
、彼
等
を
朱
.業
の

■

狀
態
に
安
.ん

，

し

め
る
ビ
云
ふ
ニ
個
の
因
的
を
有
す
る
も
の 

で
あ
つ
て
、如
何
な
る
源
泉
に
就
て
、失
維
保
險
料
を
徵
收
し
、以
つ
て
失
業
保
險
に
必
要
な
る

*
 

金
を
調
達
す
可
き
か
と
云
ふ
問
題
も

W

ら
前
記
ニ
個
の
目
的
に
就
て
、之
を
解
決
す
る
を
得
る 

へ' 

ら

ぅ

z 

W

文
少
諸
國

R

K

T

、失
業
保
險
料
の

*

出
法
を
決
定
す
る

R

當
シ
、國
家
、事
業 

主
#

.
に
勞
働
者

^

三
者
に
：分
配
す
る
に
就
て
ば

^

れ
，ぐ

據

る

：所

0

®

*

が
あ
る
。
；即
ち

J
 

家
は
朱
業
の

*M
J

f

れ
‘
る

^

方
に
、失
業
者
が
失
：業
中
に
於
て
も
磁
氐
；生
：活
の
安
定

'を
得
る
勒 

に

於

て

、
一

國

，
治

安

の

維

，

.
持
に
，資
す
る
，を
得
る
し
、事
業
虫
は
失
業

.
中
の
勞
■
者
を
し
て
其
生
活 

に
於
け
る
安
宛
に
依
つ
て
、他
日
の
就
職
後
に
於
け
る
勞
働
胎
率
を

®

傷
せ
し
め

>?•
6

を
得
る 

の
a

に
於
て
、失

■
業
保
險
：基
金
を
作
成
す
る
上

r-

、B3
c:

る

負
if

に
當
る
可
さ
道
理
で
あ
る

0.
:

:
0
し 

て
勞
儆
者
が
失
業
の
危
險
に
對
し
て
、失
業
の
際
に
受
く
る
利
益
に
代
う
る
に
、平
生
或
る
負

S

'<
:

當
る

の

は
、第
 

一
m

の

如

て

就

-̂

時
ど
失
業
時
ふ
し
に
於
け
る
勞
働
者
の
生
活
に
常
，調
を 

保
た

L

め
る
を

#

、第
ニ
斯
の
如
く

し

て
失
業
保
儉
の
計
盡
か
ら

#:

働

漭
'{
:
.
謝

す

る

救

濟

の

分
 

乎
を
餘
匈
し
何
處
ま
で
冬
勞
爾
者

>:

通
す
る
に
、

一

個
侧
立

Q

ir
A

を
以
つ
て
す
る
所
以
と
爲 

々
m

s

失
業
の
際
に
藥
る
可

&

宇
活

JK
9

打
襻
を
保

.臉
金

©

交
付

1:

侬
つ
て
、緩
和
す
る
ご
云 

ふ：种
備

|
な
る

#|
|

益
_
.を
茌
す
る
か
ら
で
あ
る
。

':

失
槳
侃
險
金
は

«

樂
じ

_
 

h
y
.
M 
M

率
{:

侬
り
、其
金
锁
の
異
な
る
を
常

^

す
る
。
賃
銀
決
定 

のへ
1

M

則
ど
む

;1
:

、灶

«

狀
斷
籀
如
性
質
を
：有
す
る

.
も
の
は
、其
繼
續
韵
性
-致

を

翁

す

る
も

の

^ ： 

於
：け
る
ょ

^

も
、賃
龈
の
高
か

る
.可
き

道
理
で
あ
る
。

m

L1

前

者
に

於
て
は
.勞
働
漭
は

「

ff
l

fl 

中
の
成
る

S

だ
2

 

f

 

f

、涵
に
收
ー
め
得
た
る

2

を
以
：つ
て
、全
月
中
の
生
活
を
支

」 

揭
す
令
こ
と
、
爲
る

§

 

.で
あ

.る
か
ら
、

_

期
.間

''
0

勞
籲
に
侬

つ
て
、長
期
間

: 0

生
活
を
支
持
す

る
 

rf

积
を
收
め

器

け
れ
ば
な

•&

な
い

o

隨
P

て
斯
る
場
合

R

は
、其
就
業
中

K

於
け
る
賃
銀

Q

is 

さ
力
勿
ズ
失
業
保
險
料
も
亦
之
を
高
ぐ
し
、斯
く
て
失
業
時
に

©

富
な
る
保
險
金
を
支

‘
給
し
、彼 

等
の
就
業

®

R

於
け
：る

€
^

業

於

け

.
る
ご
の
所

#

を
略
ば
词
一
な
ら
し
め
る
を
縛
る

'1

(

八
i

l)

織
^
.
就
_

踽

像

セ

灰

纖

观
-̂
灰

顧

巷

. 

.：

.笫

.ハ®

』

A

3

%

^



•
'f
e

J

#

(

八
W

9

論

.訛

阐

f

失

業

池

に

先

響

 

S

號

-

A 

0

で
あ
ト
、ー
方
に
化
祺
の
糨
緻
的
性
質
を
布
す
る
場
合
に
は
、貨
鈒
の
低
き
が
如
く
、保
敬
料
も 

亦
之
を
低
く
し
、斯
く
て
收
め

「

得
ら
れ
た
少
數
の
保
險
資
金
を
以
つ
て
、稀
に
起
る
失
業
に
對
し

ャ
、少
許
の
保 

m

R

仕 
0 

の 

れ
ば
、誠
に
能 

低
は
必
す
し

. 

る
勞
働
者
に 

齋
練
を
要
し

る
結
果
ど
し 

し
て
、失
業
保 

を

'*
て
る
上 

い
。
勞
働
組 

紐
.

^

で
.
あ.る 

組
合
の
規
模

險
金
を
交
付
す

.る
こ
ビ
に
依
つ
て

'
妃
れ

$

と

す

る

ー

如

ぐ「

に

見

：へ
气

賃

銀

が
 

性
«1

の
斷
鑛
的
で
：あ
る
ど

"
繼
續

的
で
へ
あ
る
ビ
に
依

0

 

V

の
み

定

ま

る

.4

の
^

す 

く

失
：
業
保
險
；制

度

步

調

を

*—
*

に
し
て
、
進

行
す
る
も
の
ビ
；云
：へ
る

が
、
«
^
の
高 

も
右
の

一
個
條

の
み
に
依
っ
て

#

さ
れ
る
も
の
で
な

く
、
斷
：續

的

势

働

に
從
事
す 

し
て

"
其
競
爭

者
の

多
い
こ
マ

」

、1 1
結
.の

^

弱
で
：あ
る
こ

.
V
J、f±
»

に
特
殊
の
段

■ *
や
、
 

な
い
こ
ど
の
爲
め
に
、却

つ

て
賃
銀
の
低
廉
な
る
場
合
が
あ

^

、
®
鈒
の
低
廉
で
あ

■ 

て
、失
業
保
險
料
を
負

*
す
る

に
困
*

で
あ
る
"に

拘

は
ら

す
、失

業

の
危

險
が
多
く
：
 

險
金
，を
受
領
す
る
機
會
に
富

ん

で
居
る
と
し
た
な
：ら
ば
、國
家
が
失
業
保

'
險
計
.鐵
 

R

於
て
、彼
等
に
之
を
適
用
：す
る
に
：は
、相
當
の
要
用
.を
負
擔
し
な

け

れ
.

ば
な
ら

^

: 

合
の
如
き
本
來
眼
定
的
の
も
の
で
あ
り
、一
般
勞
働

紐
'合

に

非
ず

'1
.

て
、特
殊
勞
働 

以
上
は
、右
の
如
き
狀
況
に
居
る
勞
働
者
は
之
を
組
合
に
加
入
せ
し
め

t

tt

く
て 

P

に
於
て
行
は
れ
る
保
險
計

#

の
實
行
を
容
^
な
ら
し
め
る
を
得
る
次
第
で
あ

て
、之
に
保
險
の
利
益
を
及

る
が
、興
家
が

 

一
a

保
險

‘を
計
畫
す
る
以
上
は
、事
の
易
き
も
の
は
之
を
選
び
、事
の

I

き
も
の
は 

之
を
避
け
る
が
如
き
、偏
私
の
行
は
る
、
を
許
す
可
き
で
は
な
い
。

事
の
雛
&
を
以
つ
て
、之
を 

避
妙
ん
と
す
る
階
級
こ
を

®

に
保

ft
を
必
要
と
す
'る
も
の
で
あ
つ 

ぼ
し
て
始
め
て
國
家
保

'臉
の

^

色
^
發
揮
す
る
を
得
る
の
で
あ
る

秘
，は

本

論

を

終

る

に
®

み
、圾

近

英

佛

.兩
國
が
失
業
問
題
解
決
の 

に
努
力
し
つ
、
あ
る
か
の
一
斑
を
揭
げ
た
い
ビ
思
ふ
。

ft
l

西
.
R

於
て

.
'は
、歐

#«
«

费
中

^

業
者

に

對
す
る
一

.
時
：的
救
濟 

T

に
於
て
發

M

し
、涮

次

永

久

的

性

、質

を

街.
す

る

に

：
至
0

た
。
,
即
ち 

•«

國
^

失
C

S

金

な

る

も

の

を

設

け

、之
.を
ニ
 

)

勞
‘働
組
合
幷
に
失
業 

W

:
成
金
に
充
て

(
I

一)

失
業
救
濟
の

.

.爲
め
に

成

る
組
織
を
：設
け
る
費
用 

爲
め

.
に
^

付
s

n

'/
a

M

lf
.
金
を

■
償
還
す
る
爲
め
に

.
地

，方

圈

體

に

下

職

業

の
^

す
る
地
方
に
赴
か
し
め
な
辑
用
に
充
て

.
る

こ

と

、

し
、更

に
^

後

の

規

則

に

.依

つ

て 

地
，方

幽
0

の

交

.：«*
し
た
朱
業
惠
與
金
を
國
.家
に
於
て
賠
償
す
る
限
.度
を
定

め、
失
業
漭
一
名
に 

第
十
七
怨

(

.八
四】

)

論

0

國
家
ゼ
失
霊

U

失
f

 

第

六

號

:
:
1九

,:
:

爲
め
に
、®
家

ビ
し
て
.
如
何
，

の

制

度
は
勞
働

*

の
管
轄 

千
：ん

西

：十

四

年

八

月

政

府
 

保
險
組
合
：に
對
す
る
特

別 

を
援
助
：
3

、又
祝
に
救
濟
の

： 

付

丨
、(

三)

失
業
者
を
し
，で
：其



-

第
十
七
怨

(

八四

5

論
:

:

m

.
康

1

1
 

ぱ

失

着

.

::
:

第

森

ニ〇

.

一：對
，し

'1

日

.
1

法
ニ

.十
五
サ
ン
チ
ー
ム
、其
從

ff
i

潜

_
1名」

4

對
，し

一

日
五
十
ナ
ン
チ

I

ム
を
限
度 

t

す

.る
躍
紙
金
め

 

ー|
| 

#
の
を
超
へ
ぎ
る
こ
ビ
、

.し
、千
九
百
十
九
年
に

S

つ
て
、右
の
通
與
金 

#

眼
’度
を
一
人
杞
付

&

ニ
.法
ニ
，十
五
サ
ン
チ
ー
ム
に
、
ー
象
族
に
付
き
六
法

^

引

上

げ

^
。

戦 

.時
•片

駄

失

業

、者

の

減

少
1

た
.結

*

、失
：.

_

_
 

.

の

辦

決

に

火

攻
.名
，
诩

難

を

丧

げ

な

か

つ

ね

が

、戦
.

ら
れ

る

も

0

、九

'+

七
の
市
幷
に
八
の
许

«
 

H:
,及
び
、之
に
婪
す
る

«

費
.
亦
牛
九
钶
：ニ
十

1

年
度
に
於
て
ゴ
ー
午
五
十
四
萬
法
に
達

1

允
と
.報
 

せ

、
ら

，
れ

气

唯
.佛
调
：有
紅
於
て
、此

_

_

め
解
，決

''
1
:
就

日

此

較

的

.有
利
‘な
る
地
位
に
居
も 

.の
-我
¥

1

荒
廢
她

«

興
の
爲

‘

に
響

.働
，に
對

-

3
て
、大
な
る
需

3?

の
.存
す
る

H

乙
く
第
 

一J

爲
替
相 

®

が
.自
侧
に
有
利
で

fc
\

tt
m

亦
低

.廉

.
，
で

，
あ

，
つ

て

、

-®
if

西
の
市
場

k

外
國

%

資

の

，
浸

入

す

る

」

 

勢
.を
絕

.
ち
、一
方
に
佛
蹦
西
の
貨
物
を
し
て
外
國
に
販
路
を
求
め
し
め
る
に
容
易
で
あ
る
こ

，じ
， 

箱
1
ニ
#

僻
勞
働
著
の

«

の
減
：じ
，

>2

こ
'と
に

.
由
.る
^
^
^
^

-

英
國

•か
0

後
.
'の
.失
業
调
儒

 

'に
處
す
る
方

'
便

ビ

，し

た

も

の
は
、實

.に
.
.

失
業
保
險
制

度
の
懷
‘极
で 

.ぁ

つ

，て
、先

づ

千

九
H

二
十
年
十
一
月
の
失
ー
樂
保
，險
：法
の
改
疋
に
依
：り
て
、

㈣

法
を
農
業
幷
に
家
；
 

德
_

働
1

除
き
-
殆
ど

«

，て

.の

.

職
舞

y

 

,及
_

し
、興

0

0

を
变
け

'る
<

資
似
始

..奶

.千
九
哲
十
.一
 

牟

の
法
律

に
於

て

ば

ニ
西
五
十
莴
人
'に
過
ぎ
な
か
夕
た

が
、千
九

耳
十
六
.年
に
於
て
は

四

if

莴
人 

と
爲
り
、千
九
西

1

1
十
年
の
改
芷
に
於
て
、

一

千
ニ

.
百

，离

入

の

多

き

：
に
：
土

り

、國

庫

の

歲

詹

す

る

經
 

費
亦
西
 

一

w 

M
y
0
,
,
^
0
0
f
る
l:
M

.
つ
た
。

一
方
，に

'

失
業
保
險
”金
は
见 

子
.に
對
し

.

\

一
，
轉

十

一

。
志

*
か

ら

；
十

苏

志

：
：
に

、
婦

人

^

對
し
て
十
ニ
志

.
に

引

，上

げ

ら
_れ
、̂

女

兒

：
に 

對

し

，.t

ゆ

其

半

額

券

爲-
V
、
F
.

年
を
.
.通
“
す
♦

失
：業
勘
間
十
二
週
又
：ば
六

今
ナ
辑
闕
の

#

險
金
を

-
限
：：度

ネ

し

、又

保'
險
金
受
領
の
骛
格
を
生
す
る

' 

に
就
て
は
、十

-

爆
.間
以 

上
、
§

#.

險
料
螯
支

.

#

ひ
在
事
を
：爲
す
に
辕

し
：：

な
が
ら

、
®

ほ
.之
V
に
就
く
、を

，
#

な
い
こ
ミ
を

^

件 

系

す

る

，。

俱

し
.
失
，_
:
者
が
：
問

龊

罷

業

：
に.
基
く
缺

.
位
を
補
ぅ

乙

C.

を
拒
絕
.し
て

も
、
^
以
前
自

B
, 

@

收
.
惨
.た
’
各
.
-
^も
<
不

利

：な
-」

る
.
辑
銀
又

,̂

修
件

^

於
け
る
：職
業
に
就
く
こ

ビ

を
.
拒
.
絶
.
'し

V
.

も
、之

-

.::
:

有
0.

條
例
螂
行
权
前
：れ

‘
於
七
.
は
、經

»

11
:

會

は

^

に

不

景

氣
R

m

は
れ
拎
一

.

友

に

、®'
率

の
«
 

銀
の
”
-行
は
れ
た
果
ど
し
て
事

f
業
家

^

或
は

.全

.
然
.
エ
場
を
開
觸
し

.
た
り
、或
は
被

‘
傭
者
：を

：
®

r

t
 

>

为
も
，し

.

.て

.、失

.

_

者
：
^

 

ニ
.
十
年
十

' 

一
月
五
：：十
踽
入
.ビ
軟
へ
ら
れ

' 

た

の

が

、次
屐
に
は

'
.
.西
：商

人

を

超

へ

、
®

年

の

六

月
-
.
!

2

は
.
，ニ

百

二
\
十
.
痕
A

€

0

む
、
此

外

に
H

定 

$

1

 

(

<

@-
1
〒

蹄

，
0

讓

ゼ

失

樂

齊

失

馨

へ

 

：

第
六.魷
.

：

二'I 

:
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猶
十
七
怨

■

，

(

八.

軋

論

ぎ

.

國
■

失
證

r

失
着

 

S

、應

一

三
 

:;
r

5

-
 

A
vr

時
間
の

.

勞
#

に
®

-

^

る
者
の
歎
も
八
十
萬
人
に
上
る
ビ
稱

5

れ
た

y

妓
に
於

C

か
 

倫
敦
府
會
は
内
間

-

總
迦
大
證
陳
情
し
て
、府
會
卧
ら
失
業
者
の
爲
：に
、救
濟
エ
鄭
を
趄
す
權
限 

を
得「

る
こ
ビ
を
舉
求
し
、政
：府
：亦
之
を
綷
れ
て
、千

九

西

ニ

十
|

年
十
ニ

-

パ
：之
に
闘
す
る
法
#
を 

制
定
し
、着
今
失
：業
奢
を
■

諸

方

面

の

，
公

營

事

寒

に

吸

收

し

た

,0
一

 

方

に

官

設

エ

場

に

於

て

は

短
 

時

間

：勞

働

制

を.

採
.

用

し

、或
：は

侮

六

週

間

に
4

*

間

の

休

暇

を

與

：
へ

'-
%
;
或

は

侮

週

に

七

時

間

の

气
 

暇
を
與
へ
、或
は
土

.

曜
日
の
勞
働
を

.

全
廢
す
る
方
法
を
取
っ
た

0

然
も
斯
く
勞
働
時
間
の
短

0 

さ
れ
る
に
隨
つ
；て
赁
銀
の
削
減

^

れ
る
こ
ビ
は
、勞
働
組
^
の
最
も
熱
心
に
皮
對
す
る
听
で
ゎ 

つ
て

.
之
L
 

0

扩
す
る
爲

め
.
！i

勞
«
黨
ど
相
結
ん
で
、失
業
保
險
余
を
货
子
に
對
し
て
四
十

*

に
、
 

婦
人

#

對
し
：て

11

十
五
志
：
’に
增
額
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
。
政
府
も
亦
豫
て
か
ら
保
險
金
を

! 

不
充
分
ど

_考

^

て

居

：つ
：
た

も
0

で
も
る
か

4

千
九

」

西
1

ー
..

十
年
失
業
保

_

に
關
.：す
る
法
_

改
疋 

案
を
提
出
し
、結
局
匆
子

」

に
,對
す
る
保
險
金
を
十
五
志
か
ら
二
十
齊
に
、婦
；人
；に
剡
す
：る：

.
於
_

今 

を
十

_ニ
志
タ
ら
十

-
K

志
に
.
P
J
!上
け
^

女
■兒
一
軍
に
：對

す

る

分

を

其̂

額
ビ
し
、一
方
に
保
險
料
は 

:
 

勞
働
者

：
「
：

0 
M 

^
 

- 

^
 

，チ

.

 ̂

. 

^
 

. 

^

婦

人

 

四 

五

ニ

ニ

五

 

男 

>
 

兒

：

.

ニ
半

 

ご
.

ー:;

七
面
ノ

::
:
:

，女

兒

：

;

ニ
-一 

ぃ：

:

へ

ニ
半
 

一へ 

一
ニ
五

:;
ン 

- 

の
割
合
を
以
つ
て

g

自
分
儋
す
る
こ
ど

 

>

し
、保
險
金
受
領
の
，資
格
：に
就
て
も
、受
領
者
ば
千
九 

百

十

九

、
年

末
.
H

以
後
三
十
週
.間
以
上
就
職
し
た
も
の
で
あ
る
こ

y
、
、

一
 

方
に
保
險
金
は
一
一
十 

六
週
間
を
最
腐
限
ヒ
し
て
、支
給
さ
れ
る
規
逛
で
，あ
つ
て
、千
九
百

-

十
一
年

S

月
三
日
，以
來
實 

行
さ
れ
た

°

此
：改
茁
は
被
保
險
勞
働
考
の
間
に
於
け
る
失
業
率
は
千
九
诨
ニ
十
ニ
电
七
月
始 

め
.ま
で
九
分

W

厘
以
上
に
上
ら
な

い

基
礎
の
下
に
行
は
れ
た
の
で
，あ
つ
た
が
、翔
年
六
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